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庁舎内喫煙所（田無庁舎2階） 

グラウンドゴルフを楽しむ人たち 
（市民公園グラウンド・向台町5丁目） 

○
バ
イ
オ
マ
ス 

　
剪
定
枝
や
建
築
廃
材
、
台
所
の
生
ご
み
な
ど
生
物
起
源
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
総
称
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
。 

○
絶
対
高
さ
制
限 

　
第
１
種
・
第
２
種
低
層
住
宅
専
用
地
域
に
適
用
さ
れ
る
建

築
物
の
絶
対
的
な
高
さ
の
制
限
。
高
さ
の
制
限
は
１０
ｍ
ま
た

は
１２
ｍ
で
、
各
地
域
の
都
市
計
画
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。 

○
デ
ィ
マ
ン
ド
型
バ
ス 

　
電
話
予
約
制
乗
合
バ
ス
。
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
て
停
留

所
ま
た
は
停
留
所
以
外
で
も
乗
り
降
り
が
で
き
る
。 

○
第
三
次
事
業
化
計
画 

　
東
京
都
と
多
摩
２８
市
町
が
平
成
１８
年
４
月
に
策
定
し
た「
多

摩
地
域
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
方
針
」
。
今
後
１０

年
間
に
優
先
的
に
整
備
す
べ
き
路
線
を
定
め
て
い
る
。 

○
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

　
廃
棄
後
、
自
然
界
に
お
い
て
微
生
物
に
炭
酸
ガ
ス
と
水
に

分
解
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
た

め
、
ご
み
対
策
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。 

○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス 

　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
。
図
書
館
な
ど
が
行
う
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、
利
用
者
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
た
り
、

参
考
資
料
・
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る
業
務
。 

歩
き
た
ば
こ
禁
止
条
例
制
定
と 

　
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
を 

中
山
　
寛
子
（
自
民
西
） 

行
財
政
改
革
推
進
の
た
め
職
員
の 

　
千
人
体
制
と
評
価
制
度
の
導
入
を
!!
 

保
谷
　
育
彦
（
自
民
西
） 

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
も 

　
１
庁
舎
体
制
へ
の
議
論
を
す
べ
し 

鈴
木
　
久
幸
（
自
民
西
） 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
市
の
役
割
・ 

　
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
は 海

老
沢
　
進
（
自
民
西
）  　 

公
約
に
続
き
行
革
も
目
標
倒
れ
！ 

　
市
長
の
無
計
画
の
ツ
ケ
は
市
民
へ 酒

井
　
澄
（
自
民
） 

質
問
　
し
ら
じ
窪
跡
地
利
用
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
対
応
は
。 

答
弁
　
３
月
議
会
以
降
ほ
と
ん

ど
進
展
は
な
い
。
古
い
水
道
管

の
撤
去
工
事
は
、
市
水
道
部
で

本
年
８
月
末
か
ら
12
月
ご
ろ
ま

で
を
考
え
て
い
る
。
地
域
住
民

に
は
事
前
に
説
明
会
な
ど
で
、

同
意
を
取
り
つ
け
た
い
。 

質
問
　
歩
き
た
ば
こ
・
ポ
イ
捨

て
禁
止
条
例
の
制
定
と
、
そ
れ

に
伴
い
、
公
共
施
設
内
に
き
ち

ん
と
し
た
喫
煙
場
所
の
指
定
を
。 

答
弁
　
ポ
イ
捨
て
に
対
す
る
施

策
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
過
程

で
喫
煙
・
非
喫
煙
双
方
の
、
市

民
参
加
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち

上
げ
る
の
で
、
少
々
時
間
を
。 

質
問
　
中
学
校
に
お
け
る
ク
ラ

ブ
活
動
（
特
に
ス
ポ
ー
ツ
）
に

つ
い
て
、
①
活
動
の
充
実
に
向

け
て
、
指
導
者
の
養
成
と
外
部

指
導
者
の
導
入
を
。
②
夏
季
休

業
中
を
含
む
、
休
日
の
活
動
は
。

③
活
動
に
か
か
る
諸
経
費
の
私

費
負
担
は
。 

答
弁
　
①
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
登
録
さ
れ
た
指
導

者
の
活
用
も
検
討
中
。
②
夏
季

休
業
中
に
練
習
や
試
合
な
ど
30

日
を
超
え
活
動
す
る
部
も
あ
る

な
ど
、
各
校
で
実
態
に
即
し
て

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
③

公
費
負
担
は
18
年
度
予
算
の
総

額
は
９
校
で
893
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
あ
く
ま
で
も
全
員
で
使

う
消
耗
品
、
委
託
料
、
備
品
な

ど
で
あ
る
。
そ
の
他
は
私
費
負

担
と
な
る
。
種
目
や
人
数
に
よ

る
ば
ら
つ
き
も
多
い
。 

質
問
　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学

童
保
育
施
設
の
耐
震
検
査
は
。 

答
弁
　
公
共
施
設
白
書
等
に
基

づ
き
改
修
整
備
を
行
う
。 

質
問
　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
・

北
口
の
整
備
と
予
算
に
つ
い
て
。 

答
弁
　
南
口
は
民
間
開
発
で
行

い
、
開
発
公
社
の
先
行
取
得
用

地
と
等
価
交
換
で
行
う
。
北
口

は
整
備
計
画
を
作
成
。
18
年
度

は
用
地
測
量
、
地
区
懇
談
会
、

意
向
調
査
を
行
う
。
全
体
事
業

費
は
約
44
億
円
と
想
定
。 

質
問
　
職
員
の
評
価
制
度
は
、

民
間
で
は
当
然
に
行
わ
れ
て
い

る
。
頑
張
れ
ば
報
わ
れ
る
評
価

制
度
の
作
成
を
。 

答
弁
　
19
年
度
か
ら
人
事
考
課

制
度
を
導
入
す
る
。
今
年
度
は

全
庁
で
試
行
す
る
。
能
力
、
実

績
を
重
視
し
た
公
正
で
客
観
的

な
制
度
を
確
立
し
た
い
。 

　
最
初
に
各
職
員
が
自
己
採
点

し
、
課
長
・
部
長
と
個
別
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
う
。
一
方
的
な
自

己
申
告
で
は
な
く
、
日
常
的
な

自
主
性
に
基
づ
き
評
価
す
る
。 

質
問
　
合
併
当
時
職
員
数
は
1

千
400
人
超
、
現
在
は
１
千
200
人

を
割
っ
て
い
る
と
聞
く
。
か
つ

て
行
財
政
改
革
委
員
か
ら
職
員

千
人
体
制
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、

市
長
の
見
解
は
。 

答
弁
　
千
人
体
制
を
目
指
す
べ

き
旨
の
答
申
は
承
知
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
支
出
抑
制
効
果
を

必
要
な
政
策
に
振
り
向
け
る
趣

旨
と
理
解
す
る
。
実
現
に
は
２

庁
舎
体
制
の
問
題
の
解
決
が
か

か
っ
て
く
る
と
理
解
し
て
い
る
。 

第
２
次
行
革
の
年
度
目
標
は
未

達
成
！
市
長
の
自
覚
不
足
!! 

質
問
　
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま

ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
に
は
限

ら
れ
た
経
営
資
源
の
効
果
的
投

入
の
必
要
が
あ
り
、
行
革
に
よ

る
目
標
設
定
と
確
実
な
実
行
は

市
政
経
営
の
最
優
先
課
題
で
あ

る
。
行
革
の
18
年
度
目
標
12
億

円
が
４
億
円
の
未
達
成
と
な
り
、

次
年
度
の
削
減
目
標
額
21
億
円

が
25
億
円
に
膨
ら
む
。
達
成
で

き
る
の
か
。 

市
長
　
目
標
額
の
達
成
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。 

質
問
　
「
財
政
基
盤
の
確
立
」

の
分
野
で
、
５
年
間
で
71
億
円

削
減
す
る
と
し
て
今
年
度
５
億

円
削
減
し
た
。
こ
の
５
億
円
は

目
標
額
の
何
％
を
達
成
し
た
こ

と
に
な
る
の
か
。
市
長
に
問
う
。 

市
長
　
部
長
か
ら
答
弁
さ
せ
る
。 

企
画
部
長
　
明
確
な
答
弁
が
で

き
ず
恐
縮
だ
が
、
ト
ー
タ
ル
な

形
で
進
め
た
い
。 

質
問
　
市
長
は
美
辞
麗
句
を
並

べ
る
が
、
行
革
に
つ
い
て
長
と

し
て
の
自
覚
が
あ
る
の
か
。 

市
長
　
自
覚
が
甘
い
と
の
ご
指

摘
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。 

商
工
業
振
興
基
本
条
例
を
提
案 

質
問
　
私
の
提
案
に
対
し
前
市

長
が
動
き
、
４
月
に
施
行
さ
れ

た
。
今
後
の
市
の
取
り
組
み
は
。 

市
長
　
商
工
業
の
振
興
を
図
る
。 

第
12
分
団
敷
地
の
整
備
問
題
！ 

質
問
　
敷
地
は
分
団
専
用
敷
地

と
し
、
今
年
度
中
に
整
備
せ
よ
。 

助
役
　
今
年
度
中
に
議
員
の
ご 

要
望
の
方
向
で
進
め
る
。 

道
路
行
政
に
つ
い
て 

質
問
　
市
道
の
認
定
に
つ
い
て
、

宅
地
開
発
等
に
よ
る
道
路
は
寄

附
を
受
け
る
が
、
道
路
の
み
の

寄
附
は
受
け
取
ら
な
い
。
道
路

整
備
計
画
を
進
め
る
に
は
、
今

の
規
則
で
は
不
十
分
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
方
は
ど
う
か
。 

答
弁
　
規
則
等
に
問
題
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
基
準
を
明
確
に
し

て
認
定
で
き
る
体
制
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
。
引
き
続
き
検
討

し
、
明
確
な
形
を
お
示
し
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
。 

質
問
　
道
路
の
拡
幅
に
当
た
っ

て
は
、
一
定
の
補
償
を
明
確
に

し
、
市
民
の
理
解
を
得
た
上
で

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
方
は
ど
う
か
。 

答
弁
　
限
ら
れ
た
財
源
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

研
究
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 

１
庁
舎
体
制
に
つ
い
て 

質
問
　
現
在
の
２
庁
舎
体
制
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
効
率

性
な
ど
に
つ
い
て
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
１
庁
舎
体
制
に

向
け
て
議
論
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、

出
張
所
の
再
配
置
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。 

答
弁
　
２
庁
舎
体
制
で
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
も
不
都
合
が
あ
り
、

合
併
後
６
年
を
迎
え
て
い
る
現

在
、
課
題･

問
題
点
を
調
査･

整

理
し
て
い
る
。
本
庁
舎
と
出
張

所
の
問
題
は
総
合
的
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

慎
重
か
つ
真
剣
に
議
論
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

ス
ポ
ー
ツ
振
興 

質
問
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
生
き

生
き
と
充
実
し
た
人
生
を
過
ご

す
た
め
の
行
政
の
役
割
は
。 

答
弁
　
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
、

多
様
な
人
々
・
団
体
と
の
交
流

で
元
気
な
地
域
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。 

質
問
　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
み
方
は
多
種
多
様
で
、
施
設

の
提
供
に
は
限
度
が
あ
る
が
。 

答
弁
　
今
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
効
率
的
活
用
の
ほ
か
、
民
間
・

大
学
・
近
隣
市
と
相
互
利
用
等

も
図
っ
て
い
き
た
い
。 

質
問
　
施
設
運
営
に
民
間
の
指

定
管
理
者
が
導
入
さ
れ
る
。
移

行
後
に
利
用
制
限
や
料
金
値
上

げ
は
な
い
か
。 

答
弁
　
公
募
時
に
仕
様
等
、
条

件
を
明
示
し
、
契
約
を
行
う
。 

質
問
　
市
の
体
育
協
会
の
位
置

づ
け
は
。 

答
弁
　
従
来
か
ら
各
種
大
会
の

運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
人
材
育
成
な
ど
、
今
後
さ

ら
に
連
携
と
協
力
を
深
め
た
い
。 

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

質
問
　
会
派
で
視
察
し
た
大
野

城
市
は
、
大
都
市
福
岡
市
に
隣

接
す
る
小
都
市
で
、
一
見
何
の

特
色
も
な
い
が
、
住
民
参
加
の

徹
底
で
支
出
を
最
大
限
圧
縮
し

て
い
る
。
西
東
京
市
の
特
色
づ

く
り
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。 

答
弁
　
都
市
間
競
争
が
激
化
す

る
中
、
人
・
物
・
金
・
情
報
な

ど
当
市
の
持
つ
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
、
魅
力
あ
る
・
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。 


